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富山県国際健康プラザ・国際伝統医学センターオープニング記念
3.国際伝統医薬フォーラム
富山県国際健康プラザ・国際伝統医学センターオープニング記念「国際伝統医薬フォーラム」
は， 1999年10月16,17日の両日，新装の富山国際会議場を主会場として開催した。
近年，アメリカ合衆国やドイツを中心としたヨーロッパ諸国において天然薬物についての関心
が急速に高まっている。アメリカ合衆国では昨年FDAが政策転換を行い，漢方薬や生薬製剤を
一つの薬物単位として位置づけることになった。またドイツにおいては医療用医薬品の約27%が
生薬製剤であると報じられているO 世界保健機関（WHO）もこの面での研究推進を具体的に提
言している。
本学和漢薬研究所は，世界で唯一の和漢薬の研究機関として和漢薬の基礎から臨床応用に至る
世界最先端の研究を行っており，これまでに過去7回の国際伝統医薬シンポジウム (1992-1998)
を開催し大きな成果を挙げてきた。また富山県では県民の健康管理とともに伝統医学の重要性を
世界に発信すべく国際伝統医学センターを本年設置したところである。この施設のオープニング
を記念して今回のフォーラムをWHOの協力の下に開催したものである。
招待演者は海外13名（スイス，ベルギー，アラブ首長国連邦，インド，中華人民共和国，フィ
リピン各l名，大韓民国2名，アメリカ合衆国5名），国内20名（福岡，岡山，徳島，大阪3名，
京都，名古屋，東京3名，静岡，富山8名）であり，また来賓としてWHO西太平洋地域事務局
長ShigeruOmi氏，文部省学術国際局国際学術課課長加藤幹彦氏を迎えることができた。
メインテーマとして「21世紀の健康を伝統医薬から考える」を，そしてサブテーマとして
1 ）伝統医薬の安全性と有効性の評価， 2 ）食と健康， 3 ）健康づくりと伝統医薬， 4）老化防
止と天然薬物， 5）伝統医学と近代医学の統合を掲げ，グローパルな視点から伝統医薬の現状と
将来について討論し， 21世紀の医療面における展開応用を目的とした情報交換を行った。一般参
加者数158名，招待参加者数約200名であり，また富山県民会館にて行った市民公開講座には約
100名の一般市民が参加した。
今回の会議では，漢方薬などの狭義の伝統医薬のみならず，茶，果物，油など広い分野にわたっ
て人の健康にとって有益な天然、物に関する最新の研究成果が報告され，この分野の研究の世界的
趨勢が示された。
わが国が直面している高齢者医療の問題に対しても，重要な発表がなされた。いくつかの天然、
薬物が癌あるいは老化に伴う諸症状に対する有効な治療薬剤となる可能性が示されたが，同時に
これら薬物の有効性をどのように評価していくかという問題点も明らかとなり，統計学方法論を
含むいくつかの解決方法が提示された。
天然物由来の大衆薬に関するセッションでは，わが富山県の伝統的産業である売薬業が， くす
りを単に売るだけではなく，むしろくすりを通じて全国の顧客の健康管理を行ってきた事実が紹
介され，一般参加の市民のみならず，海外の大衆薬の専門家に対しても深い感銘を与えたことは
特筆すべきことである。この他，天然物資源確保に関する議論も活発になされた。
世界的な規模で，伝統医薬に関する国際基準，技術指針，発展方法を開発してし、く必要性が明
らかとなり，本会議により WHOを含む各国専門家同士がよりグローパルな共同研究を今後行っ
ていく地盤を形成しえたと評価できる。
国際伝統医薬フォーラム組織委員会事務局長伊藤隆
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プログラム
10月16日（土） A会場
9:00 9:35 開会式
開会宣言寺津
開会挨拶高久
祝辞 尾身
祝辞 加藤
祝辞 中沖
9:35-10:00 基調講演
捷年（フォーラム会頭，富山医科薬科大学教授）
晃（富山医科薬科大学学長）
茂（WHO西太平洋地域事務局長）
幹彦（文部省学術国際局国際学術課課長補佐）
豊（富山県知事）
座長：寺津捷年（富山医科薬科大学，富山県国際伝統医学センター参与）
「伝統医学の利用に関する世界の状況」
Xiaorui Zhang 
世界保健機関（WHO）本部医薬品部
伝統医学担当医官・コーディネーター，スイス
10:15 12:00 セッション1 伝統医薬の安全性と有効性の評価
座長：三川潮（富山医科薬科大学，富山県国際伝統医学センター所長）
「表示に本来の意味があるのか？市販植物性治療製剤の安全性・薬効の評価」
Geoffrey A. Cordell 
イリノイ州立大学シカゴ校薬学部教授，米国
「薬用植物・生薬の利用とその安全性」
佐竹元吉
田立医薬品食品衛生研究所生薬部長
「動物およびヒ卜におけるアウクビンの肝保護作用J
Il Moo Chang 
ソウル国立大学天然、薬物研究所，大韓民国
13:30 14:40 セッション2 健康づくりと伝統医薬1
座長：上馬場和夫（富山県国際伝統医学センタ一次長）
「よりよい健康づくりと伝統医薬の役割」
Jayaprakash Narayan 
科学諮問委員会委員長，アーユルベーダ研究中央審議会，インド
「アラブ世界の伝統医薬とコミュニティ」
Motasim Habiballah 
生薬・伝統医薬研究所，保健省，アラブ首長国連邦
14:55 16:05 セッション4 健康づくりと伝統医薬2
座長：丸山征郎（鹿児島大学）
「生薬による更年期障害症候群の治療に関する治療および基礎研究」
Jin Yu 
上海医科大学附属産科婦人科病院教授，中華人民共和国
「免疫系および中枢神経系に対する漢方薬の作用」
山田陽城
北里研究所・東洋医学総合研究所研究部門長・基礎研究部長
16:20-16:55 セッション6 脂肪酸
座長：浜崎智仁（富山医科薬科大学〕
「健康維持および病気予防における必須脂肪酸」
William E. M. Lands 
国立アルコール依存症／中毒研究所， NIH，合衆国
16:55-17:30 セッション7 天然産物由来薬物の開発
座長：渡辺志朗（富山医科薬科大学）
「近年の天然産物をベースとした薬剤の開発」
Yue-Zhong Shu 
ブリストルマイヤーズ・スクイッブ医薬研究所，合衆国
10月16日（土） B会場
13:30 14:40 セッション3 癌
座長：済木育夫（富山医科薬科大学）
「ガンの化学的予防剤としての食用植物」
Harry H. S. Fong 
イリノイ州立大学シカゴ校薬学部教授，米国
「食物繊維と癌の抑制」
田津賢次
富山医科薬科大学医学部看護学科教授
14:55 16:05 セッション5 食と健康
座長：諮忠人（富山医科薬科大学）
「健康を支える食一世界調査の結果から」
家森幸男
京都大学大学院人間・環境学研究科教授
「健やかに生きるための食文化」
難波恒雄
富山医科薬科大学名誉教授，富山県国際伝統医学センター参与
18:00 20:00 懇親会
司会 済木
開会挨拶寺津
祝辞 尾身
祝辞 原
閉会挨拶本田
10月17日（日） A会場
9:00-10:30 セッション8
育夫（富山医科薬科大学教授）
捷年（フォーラム会頭，富山医科薬科大学教授）
茂（WHO西太平洋地域事務局長）
徳書（富山県厚生部長）
昂（富山医科薬科大学副学長）
老化防止と天然、薬物座長：松本欣三（富山医科薬科大学）
「アロエ終生摂取と老化抑制効果に関する病理学的研究」
Byung Pal Yu 
テキサス州立大学生理学部教授保健科学センター，米国
「高齢者医療における八昧地黄丸の効果」
三瀦忠道
麻生セメン卜（株）飯塚病院漢方診療科部長
「加齢ラットの腎障害発症予防における植物性タンパク質の利的効果」
藤田美明
川崎医療福祉大学医療技術学部臨床栄養学科学教授
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10:45-11:55 セッション9 茶
座長：横津隆子（富山医科薬科大学）
「ペルオキシニトリト緑茶タンニンのスカベンジ活性」
Hae Young Chung 
国立釜山大学薬学部，大韓民国
「茶カテキン類の疾病予防効果」
原征彦
三井農林（株）食品総合研究所所長
14:00-14:55 セッション11 動脈硬化と脂質代謝
座長：小松かっ子（富山医科薬科大学）
「脂質代謝改善作用を有する漢方方剤の生化学的研究」
井上誠
名古屋市立大学薬学部助教授
「動脈硬化と食事因子」
近藤和雄
国立健康・栄養研究所臨床栄養部臨床栄養指導研究室室長
14:55-15:15 セッション13 伝統医薬に関する統計学的考察
座長：畑中保丸（富山医科薬科大学）
「伝統医薬の臨床評価法に関する統計学的考察J
折笠秀樹
富山医科薬科大学医学部教授
15:30-16:05 特別講演
座長：渡遺裕司（富山医科薬科大学，富山県国際伝統医学センター参与）
「西太平洋地域における伝統医薬」
Chen Ken 
WHO西太平洋地域事務局伝統医学担当医官，フィリピン
16:05-16:20 閉会式
寺津 捷年（フォーラム会頭，富山医科薬科大学教授）
10月17日（日） B会場
9:00-10:30 パネルテeイスカッション「とやまのくすり」
コーディネーター：吉崎 四郎 富山県文化行政推進顧問
パネリスト：遠藤和子作家
正川康明 （株）慶貫堂 常務取締役
松井泰治松井製薬（株）常務取締役
米原 寛富山県立立山博物館館長
10:45 12:05 セッション10 世界のセルフメディケーション
座長：服部征雄（富山医科薬科大学）
「セルフメディケーションに関するWHOの方針および活動」
Xiaorui Zhang 
世界保健機関（WHO）本部医薬品部
伝統医学担当医官・コーディネーター，スイス
「21世紀へ向けたセルフメディケーションの展望J
上原明
WSMI （世界大衆薬協会）会長
大正製薬（株）代表取締役
「大衆薬における伝統薬の重要性」
Hubertus Cranz 
WSMI （世界大衆薬協会）副会長，ベルギー
14:00-15: 10 セッション12
抗酸化剤座長：門田重利（富山医科薬科大学）
「食品由来フラボノイド類の酸化ストレス防御機能J
寺尾純二
徳島大学医学部栄養学科教授
「海の食品とフリーラジカル」
幹渉
サントリー（株）基礎研究所主席研究員
ポスターセッション
10月17日（日）午後1時より 2時於C会場
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P-1 The Problems of Double Blind Test in the Appraisal of Effectiveness of Japanese 
Traditional Kampo Medicines 
Yukihiko Homma 
Hokkaido University 
P-2 The Relations between Constant Use of Herbal Medicine and Liver Injury 
Young Suk Kim, Jin・HwanRoh, Sang-K＇再ranMoon, Ki Ho Cho, Hyung-Sup Bae, 
Kyung-Sup Lee 
Kyung Hee University, Korea 
P-3 New TPA-type Tumor-Promoting Triterpenoids from Iridaceae Plants 
Taro Nomura1l, Yoshio Hano1l, Kunihiko Takahashi2l 
1) Toho University 
2) Saitama Prefectural Institute of Public Health 
P-4 Cancer Chemopreventive Activity of Traditional Medicines (Crude Drugs and 
Kampo Prescriptions) 
Takao Konoshima 
Kyoto Pharmaceutical University 
P-5 Biochemical Approach to the Intracellular Mechanism of Neurotrophic Phytochemicals 
Matsumi Yamazaki1l, Kenzo Chiba1l, Tetsuro Mohri1l, Mineo Shimizu2l 
1) Hokuriku University, 
2) Toyama Medical and Pharmaceutical University 
P-6 Effects of Flower of Hemerocallis on Sleep in ddY Mice 
Eiko Uezu1l, James F. Flood2l, Susan A. Farr2l, Kayoko Uezu2l, John E. Morely2l 
1) University of the Ryukyus 
2) St. Louis University School of Medicine, USA 
P-7 Evaluation of Antioxidant Potency of Complex Formula of Chinese Traditional 
Medicines for Protecting Cerebral Oxidative Damage 
Tetsuya Konishi, Wang Xuejiang 
Niigata College of Pharmacy 
P-8 Harmful Effect of Free Residual Chlorine (FRC) in Bathing Water On Skin and 
Scavenging Effect of Herb Extracts on FRC 
Taisuke Seki, Kouji Sekiya, Masaaki Morohashi 
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Toyama Medical and PharmaceuticarUniversity 
P-9 Influence on Serum Cytokines Levels and Clinical Effects of Hochu-ekki-to in 
Patients with Atopic Dermatitis Resistant to Usual Treatment 
Hiromi Kobayashi1), Masamitsu Ishi1), Toru Terashima1), Nobuyuki Mizuno1), 
Kuniaki Takahashi2), lwao Yamamoto3) 
1) Osaka City University Medical School 
2) Takahashi Dermatology Clinic 
3) Yamamoto IM Clinic 
P-10 An Experimental Study on Effect of Oriental Medicines against Hypercholesterolemic 
Rats with Special Reference to Analyzing Biochemical Blood Components 
Bing Jun Chang1), Keiko Yoshikuni2l, Kiyoh Tanishima3), Ai Moritomo3), Yukiko 
Yamasaki3) 
1) Hokuriku University 
2) Asanogawa General Hospital 
3) Kanazawa University 
P-11 Antihypertensive Actions of Methylripariochromene A from Orthosiphon Aristatus, 
an Indonesian Traditional Medicinal Plant 
Toshiyuki Matsubara1>, Hideyo Suzuki1), Takako Bohgaki2), Kazuyoshi Ohashi2>, 
Hirotake Shibuya2) 
1) Toyama Prefectural Institute for Pharmaceutical Research 
2) Fukuyama University 
P-12 Inhibitory Effects of Rosmarinic Acid on the Proliferation of Cultured Murine 
Mesangial and Vascular Smooth Muscle Cells 
Takahiko Ono, Toshiaki Makino, Eri Muso, Gisho Honda, Shigetaka Sasayama 
Kyoto University 
P-13 Mushroom and Health Care: Effects of Agaricus Blazei Fruit Bodies Hot Water 
Extract (CJ-01) on the Life Related Diseases 
Fumio Eguchi1>, Yasuo Watanabe2), Miyato Higaki1), Koji Miyamoto3) 
1) Tokyo University of Agriculture 
2) Tokyo Medical University 
3) Yamaguchi University 
P-14 Scientific Analysis of Polyprescriptions Containing Glycyrrhizae Radix by the 
Metabolism of Glycyrrhzin 
Doug-Hyun Kim, Nam・JaeKim, Eun-Ah Bae, Sang圃BumShim, Myung Joo Han 
Kyunghee University (Korea) 
P-15 Combination of Ofloxacin and Mao-Bushi-Saishin-To Prescriptions Available for 
Treatment of Drug Resistant Bacterial Infection 
Tsutomu Kamei1), Yoshitaka Toriumi1), Satoshi Nagai1ベHiroakiKumano3), 
Tatsuro Kondoh4), Haruaki Tomioka5) 
1) Shimane Institute of Health Science 
2) National Center of Neurology and Psychiatry 
3) Tohoku University 
4) Nagasaki University 
5) Shimane Medical University 
P-16 Medicinal Application of Sargassum Horneri, an Edible Brown Alga Producing a 
Regulator of Defence System 
Preeprame Srisomporn, Toshimitsu Hayashi, Kyoko Hayashi, Jung-Bum Lee, 
Ushio Sankawa 
Toyama Medical and Pharmaceutical University 
P-17 Intervention Study on Changes in Serum Insulin-Like Growth Factor I by 
ChinesMedicated Diet among Japanese Old Women 
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Noritaka Tokui1l, Yoshimi Minari2l, Xin Guo3l, Gen Shen Zhu3l, Takesumi 
Y oshimura1l 
1) University of Occupational and Environmental Health 
2) Nakamura Gakuen University 
3) Shanghai University of Traditional Chinese Medicine, People’s Republic of China 
P-18 Traditional Foodstuffs Obtained from the Idea by ”Y ozan U esugi” 
Toru Okuyama, Masaki Baba 
Meiji Pharmaceutical University 
P-19 The Classification of Dietetic Chinese Drugs for the Convenience of Cooking Chinese 
Medicated DietYoshirni Minari1l, Noritaka Tokui2l, Xin Guo3l, Gen Shen Zhu3l 
1) Nakamura Gakuen Junior College 
2) University of Occupational and Environmental Health 
3) Shanghai University of Traditional Chinese Medicine, People’s Republic of China 
P-20 The Benefit of the Traditional Japanese Diet 
Kenji Watanabe, Toshihiko Hanawa 
Oriental Medicine Research Center of the Kitasato 
P-21 Use of Medicated Sesame Oil for the Rejuvenation Therapy of Ayurveda 
Kazuo Uebara1l, Feng Hao Xu1l, Taeko Tajirna1l, Akira Nagata1l, Yasuko Fukuda2l, 
Krishna U .K. 3l
1) International Traditional Medicine Research Center of Toyama Prefecture 
2) Shizuoka University 
3) The Institute of Oriental medicine in Japan 
P-22 A Research in the Correlation of the Grouping of Cholelithiasis in Traditional 
Chinese Medicine and Hemodynamics 
Hou Shuying 
The 1st hospital of China Medical University, Shenyang, People『sRepublic of China 
市民公開講座
10月17日（日）於富山県民会館304号室
13時30分
13時45分
15時00分
開会挨拶寺津捷年
「健康の増進と治療と和漢薬」
諮 忠人 富山医科薬科大学和漢薬研究所教授
「油の栄養学ーどんな油を摂ったらよいか」
浜崎 智仁 富山医科薬科大学和漢薬研究所教授
